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私たちは、皆様の健康で安全な暮らしを科学でサポートしています。 

化学物質環境実態調査とは 

我が国では、化学工業の発展に伴い、非常

に多くの化学物質が使用されています。化学

物質は、私たちが生活するうえで非常に有用

な反面、環境汚染などの問題も引き起こして

います。 

このような状況から、1973 年に、国にお

いて「化学物質の審査及び製造等の規制に関

する法律（化審法）」が制定されました。さ

らに、化審法制定時の付帯決議を踏まえ、一

般環境中における化学物質の残留状況を把

握するための「化学物質環境実態調査（エコ

調査）」が開始されました。現在は、化審法

に加え、「特定化学物質の環境への排出量の

把握等及び管理の改善の促進に関する法律

（化管法）」や「残留性有機汚染物質に関す

るストックホルム条約（POPs 条約）」も踏

まえたエコ調査が実施されています。 

エコ調査は、初期環境調査、詳細環境調査、

モニタリング調査の３種類に分類されて行

われています。初期環境調査は、化管法の指

定化学物質の指定やその他化学物質による

環境リスクに係る施策を検討する際の基礎

資料とすること、詳細環境調査は、主に化審

法の優先評価化学物質のリスク評価等を行

う際の基礎資料とすること、モニタリング調

査は、化審法の特定化学物質等にかかる一般

環境中の残留状況を監視することや POPs

条約に対応する対象物質等の一般環境中に

おける残留状況の経年変化を把握すること

等を目的としています。 

 

現在、当県を含めた全国の地方公設環境研

究機関等がエコ調査に参画し、環境中（水質、

底質、大気、生物）における継続的な化学物

質の濃度レベルの調査・把握に協力していま

す。 

 

図１ 三重県の調査地点 

三重県が実施している調査 

当県では、主に四日市港と鳥羽港の水質・

底質試料及び四日市市内（三重県保健環境研

究所）の大気試料の採取と一部の化学物質の

分析を担当しています（図１）。 

水質試料の採取は、ステンレス製のバケツ

を使用して表層の水を、底質試料は、専用の

器具（採泥器）を使用して海底の泥をそれぞ

れ船上からロープで引き揚げて採取していま

す（図２、３）。 

また、大気試料の採取は、ハイボリウムエ

アサンプラーなどを使用して周辺の大気を採

取しています（図４）。 
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図２ 水質試料採取の様子 

 

 

図３ 底質試料採取の様子 

 

 

図４ 大気試料採取の様子 

 

図５ 分析装置（GC-MS） 

 

 

図６ 分析装置（LC/MS-MS） 

 

採取した試料は、他の分析機関に送付する

とともに、これら試料中の一部の化学物質に

ついて、当研究所で保有する装置（図５、６）

を用いて分析を行っています。 

まとめ 
 エコ調査は、一般環境中における化学物質

の残留状況などを把握するための重要な調査

です。当県では、今後もエコ調査に参画し、

県内の化学物質による汚染状況の把握に努め

ていきます。 

－編集委員会から－ 

みえ保環研ニュースについて、ご意見・ご質問等がございましたら下記までお寄せください。 
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